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2025年 3月期 決算の概要と 2026年 3月期 業績予想について[IFRS] 

□ 2025年 3月期 決算の概要 ― 売上収益はほぼ前期並み・事業利益は増益 ― 

2025年 3月期の売上収益は、中国の市況低迷による楽器販売の不振が続いたものの、法人向け音

響機器の需要増やデジタルピアノの販売回復に加え、為替の円安による影響もあり、ほぼ前期並み

の水準を維持し、前期に対して 8億円（0.2%）減少の 4,621億円となりました。事業利益は、実質

減収による減益を為替の円安による影響や生産構造改革効果等でカバーし、前期に対し 31億円

（9.1%）増加の 367億円となりました。また、親会社の所有者に帰属する当期利益は、ピアノ製造

設備の減損等、構造改革費用 143 億円を計上したことなどにより、163億円（55.0%）減少の 134億

円となりました。 

 

＜事業セグメント別の売上収益・損益の状況＞ 

●楽器事業  

売上収益 2,961 億円（前期比 3.0%減） 事業利益 221億円（前期比 12.8%減） 

アコースティックピアノは、中国における市況低迷が継続したことにより大幅な減収となりま

した。電子楽器は、デジタルピアノの販売およびシェアの回復が寄与し前期並みの収益となりま

した。管弦打楽器は、米国における財政支援の終了により減収となりました。ギターはほぼ前期

並みの実績となりました。 

セグメント全体の売上収益は、前期に対し、91億円の減収となりました。事業利益は、32億円

の減益となりました。 

 

●音響機器事業  

売上収益 1,284 億円（前期比 6.0%増） 事業利益 118億円（前期比 84.4%増） 

  個人向け事業は、ホームオーディオの縮小により大幅な減収となりました。法人向け事業は、

業務用音響機器の需要増により大幅な増収となりました。 

セグメント全体の売上収益は、前期に対し 73億円の増収となりました。事業利益は、54億円の

増益となりました。 

 

●部品・装置、その他の事業  

売上収益 376億円（前期比 2.8%増） 事業利益 28億円（前期比 47.1%増） 

 電子デバイスは、車載オーディオが好調に推移したことにより大幅な増収となりました。自動

車用内装部品、FA機器、ゴルフ用品は、減収となりました。 

セグメント全体の売上収益は、前期に対し 10億円の増収となりました。事業利益は、9億円の

増益となりました。 



 

 

 

 

□ 2026年 3月期 業績予想  ― 楽器事業の収益改善を織り込み、減収・増益を予想 ― 

事業環境は依然として先行きが不透明な状況が続いていますが、楽器事業の実質増収や、生産構

造改革効果等による収益改善を織り込み、2026年3月期の通期業績予想は、売上収益4,550億円（前

期比1.5%減）、事業利益400億円（前期比8.9%増）、親会社の所有者に帰属する当期利益285億円（前

期比113.5%増）といたします。 

なお、2025 年 4月以降に追加された米国相互関税の影響につきましては、現時点で不透明な要素

が多く、業績予想には織り込んでおりません。 

本予想における想定為替レートは、対 USドル 145円、対ユーロ 160円です。 

 

注 1）事業利益とは、売上総利益から販売費及び一般管理費を控除して算出した日本基準の営業利益に相当するもの

です。 

注 2）文章中の売上収益、損益の数値は、原則として億円未満四捨五入で記載しております。 
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